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新
し
い
校
風
づ
く
り

二
つ
の
学
校
が
誕
生

南
小
倉
小

校庭で元気よくボール遊び（南小倉小）

西
小
倉
中

4
月
2
3
日

参
議
院
補
選

投
票
日

ど
、
新
し
い
学
校
誕
生
を
客
こ
ぴ
あ

い
ま
し
た
。

一
方
、
西
小
倉
中
学
校
の
開
校
式

は
七
日
に
行
わ
れ
、
島
田
市
長
は
、

「
新
し
い
学
校
で
校
風
も
な
く
、
何

か
点
一
｛
一
労
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

『
私
は
こ
の
学
校
を
卒
業
し
た
ん

だ
』
と
誇
れ
る
よ
う
な
学
校
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
く

ま
し
く
素
直
な
生
徒
に
育
っ
て
、
地

双
の
人
た
ち
か
ら
も
喜
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
生
徒
を
代
表
し
て
永
田

裕
子
さ
ん
が
、
「
先
生
の
指
導
を
受

け
て
、
し
っ
か
り
と
が
ん
ば
り
、
新

し
い
校
風
を
築
い
て
い
き
ま
す
」
と

決
意
を
込
め
て
喜
ぴ
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。

宇
治
市
で
は
、
人
口
急
増
に
と
も

農家のみ

なさんへ

な
う
児
童
・
生
徒
数
の
増
加
に
よ
っ

て
、
こ
こ
十
数
年
間
、
学
校
建
設
に

お
わ
れ
、
引
き
続
き
重
嬰
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
で

は
「
豊
か
な
人
間
教
育
を
め
ざ
し
教

育
環
境
を
充
実
さ
せ
る
」
を
行
財
政

運
営
の
重
点
に
お
き
、
「
苦
し
い
財

政
事
情
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
度

予
算
に
お
い
て
も
、
小
倉
小
や
西
大

久
保
小
な
ど
の
校
合
増
改
築
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
て
お
り
、
教
育

施
設
を
充
斑
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

転
作
等
実
施
計
画
書

4
月
2
8
日
ま
で
に
提
出
を

昭
和
五
十
三
年
度
の
転
作
目
標
仮

配
分
面
積
に
つ
い
て
は
、
農
協
や
農

家
組
合
の
ご
協
力
を
得
て
、
農
家
の

み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
、
転
作
目

標
の
消
化
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
水
田
利
用
再
編
対

策
は
、
単
な
る
米
の
生
産
調
整
だ
け

島田市長が開校宜言（西小倉中）

で
な
く
、
国
内
の
食
稲
自
給
を
高
め

る
作
物
を
中
心
に
、
農
業
生
産
の
構

造
を
改
善
す
る
と
い
う
こ
と
で
長
期

的
に
、
か
つ
、
強
力
に
推
進
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
内
の
水
田
農
家
の

み
な
さ
ん
に
も
、
水
稲
単
作
農
業
か

ら
他
作
物
と
の
複
合
経
営
へ
の
移
行

に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

次
の
点
を
十
分
ご
了
解
に
な
っ
て

昭
和
五
十
三
年
度
の
転
作
実
施
計
画

書
を
、
四
月
二
十
八
日
ま
で
に
、
農

協
ま
た
は
市
役
所
経
済
茶
業
観
光
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

田
平
坦
地
水
田
で
他
作
物
栽
培
を
計

消
費
者
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

宇
治
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
二
十

五
名
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
方
に
は
、
日
常
の
買
い

物
を
通
し
た
消
費
問
題
に
つ
い
て
の

意
見
や
苦
情
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
ほ

か
、
試
買
調
査
や
灯
油
価
格
の
変
動

調
査
な
ど
、
消
費
者
と
行
政
を
結
ぶ

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
今
後
一
年
間
后

躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
消
費
生
活
に

つ
い
て
の
意
見
や
苦
情
が
あ
り
ま
し

知事田林府議本池

京
都
府
知
事
選
挙
と
府
議
会
議
員

宇
治
市
．
ｇ
Ｓ
ｌ
Ｅ
お
よ
ぴ
久
世
郡
選

挙
区
の
補
欠
選
挙
は
、
さ
る
四
月
九

日
行
わ
れ
、
新
し
い
知
事
に
林
田
悠

紀
夫
氏
、
府
議
会
議
員
に
池
本
謙
作

知
事
選

毘

新
知
事
に
林
田
氏

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

林
田
知
事
の
任
期
は
四
月
十
六
日

か
ら
四
年
聞
、
池
本
府
議
の
任
期
は

来
年
の
四
月
二
十
九
日
ま
で
（
今
這

前
府
議
の
残
任
期
間
）
で
す
。

杉
村
敏
正
‥
‐
無
所
属

四
三
三
、
九
三
一
票

．
（
二
三
、
九
一
一
票
）

山
田
芳
治
＝
無
所
属

二
〇
四
、
四
一
九
票

（
一
三
、
一
九
六
票
）

寿
恵
＝
ｍ

一
、
五
七
五
票

（
二
八
九
票
）

府
議
に
は
池
本
氏

府
議
補
選

昔

4

森

敏
夫
＝
日
本
共
産
党

二
四
、
八
三
六
票

（
一
五
、
四
こ
一
票
）

寛
次
1
1
諸
派

二
〇
、
〇
四
五
票

（
九
、
五
六
〇
票
）

飛
田
保
雄
＝
日
本
社
会
党

一
九
、
九
二
四
票

（
一
三
、
四
一
四
票
）

（
）
内
は
宇
治
市
得
票
数

な
お
、
知
事
選
に
お
け
る
宇
治
市

の
投
票
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
当
日
の
有
権
者
数

男
四
五
、
六
一
九
人

女
四
六
、
〇
二
五
人

計
九
一
、
六
四
四
人

圖
投
票
者
数男

三
二
、
四
〇
〇
人

女
三
二
、
一
三
八
人

計
六
四
、
五
三
八
人

園
投
票
率

男
七
一
・
〇
二
％

女
六
九
・
八
三
％

計
七
〇
・
四
二
％ モ

ニ
タ
ー
2
5
名
き
ま
る

篠
原
八
重
子

神
吉
民
子

馬
渕
陽
子

仲
村
英
子

近
藤
充
子

山
口
真
子

山
下
み
つ
子

大
町
清
子

前
川
桂
子

木
村
清
子

鳴
田
孝
子

国
さ
れ
る
と
き
、
関
係
農
業
者
の

協
力
を
得
て
、
水
利
系
統
別
に
転

作
圃
場
の
集
団
化
を
は
か
る
必
要

が
あ
り
、
こ
の
場
合
、
地
域
で
Ｉ

定
の
基
準
に
合
う
よ
う
に
集
団
化

で
き
れ
ば
、
奨
励
金
基
本
額
に
計

国
加
算
額
が
上
積
み
さ
れ
ま
す
。

師
市
街
化
区
域
内
の
水
田
で
は
、
賃

農
園
や
観
光
農
園
を
開
設
す
る
万

法
も
あ
り
ま
す
。

圓
以
前
に
休
耕
奨
励
金
を
受
け
た
こ

と
の
あ
る
休
耕
田
は
、
転
作
し
た

場
合
に
限
り
対
象
と
な
り
ま
す
。

倒
茶
の
新
植
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

が
、
茶
の
苗
木
圃
と
す
る
場
合
は

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
小
豆
も
一
般
作
物
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
の
実
施
に
と
も
な
い
市

独
自
の
助
成
措
ほ
を
考
え
て
い
ま

す
。

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

木
幡
御
蔵
山
三
九
－
五
三

″
平
尾
二
九
一
九
五

″
剛
山
畑
三
〇
－
二
五

5
；
御
蔵
山
三
九
一
九
三
四

″
陣
ノ
内
四
〇
－
六
〇

″
御
園
二
〇
上
二
四

五
ケ
庄
広
岡
谷
ニ
ー
ニ
Ｏ
Ｏ

五
ケ
庄
新
開
一
四
の
八
三

菟
這
丸
山
一
⊥
〈
九

宇
治
蔭
山
六
八
の
八
二

″
下
居
一
三
二

岩
本
二
三
子
″
壱
番
一
四
二

樋
口
登
美
子
〃
下
居
一
一
一
－
四

川
口
衣
江
″
山
本
一
－
七
一

吉
田
恵
子
″
蓮
華
三
三

西
山
昭
子
槙
島
町
買
場
一
五

森
學
Ｊ
Ｅ
肛
宅
五
棟
一
〇
八

中
本
恵
美
子

寺
井
祐
子

那
須
広
子

西
村
美
佐
穂

斉
藤
紀
美
子

新
海
知
子

寺
田
悦
子

関
キ
ヌ
コ

神
明
宮
東
四
上
こ

広
野
町
東
裏
三
三

大
久
保
町
平
盛
ニ
ー
四
三

大
久
保
町
平
唇
三
一
一

府
営
団
地
四

Ｅ

棟
五
〇
五
号

伊
勢
田
町
砂
田
七
四
－
六
一

伊
勢
田
町
名
木
二
丁
目
一
1
九
〇

小
倉
町
蓮
池
一
三
五
一
八

小
倉
町
山
際
四
五
‐
こ
Ｏ

三
一
Ｔ
Ｏ
Ｏ
五
〇

三
一
Ｔ
九
二
〇
四

三
二
Ｉ
こ
一
四
七

三
二
上
孟
六
一

三
一
一
五
七
七
一
元

三
二
Ｉ
四
一
一
七

三
二
－
Ｏ
六
七
九

三
二
Ｉ
五
三
一
九

二
Ｉ
Ｉ
三
四
五
八

二
三
一
三
〇
四
八

二
二
－
七
三
九
〇

三
Ｔ
四
四
九
七

Ξ
Ｔ
四
四
三
四

一
三
‐
Ｏ
Ｏ
一
九

一
二
－
三
二
Ｉ
五

二
Ｔ
三
五
一
三

四
四
一
五
三
四
六

二
一
一
四
四
八
六

四
一
一
丁
Ｏ
三
〇
八

四
一
〒
五
〇
一
二

四
四
一
一
三
八
四

三
Ｔ
九
〇
七
四

四
一
〒
五
〇
八
戸

一
三
－
九
四
〇
五

一
三
一
八
五
九
〇

簡易クレーンｌｔ・2ｔ・2．9ｔ吊り

家庭ゴミ収集車・スピードパック

プレス機構を持つゴミ収集車・タウンパック

新明和工業・特装車事業部門

川西呑二あ：

603

■特装車整備・飯金・塗装・並びに部品販売

■1トン・2トングレン並びにパワーゲート架装販売

■ダンプ・ミキサー・グレン・パワーゲート・ゴミ収集車

川西モーターサービス

極東開発工業㈱指定サービス工場

一座｜侭〒658神戸市東灘区本山南町9丁目8番43号神戸畿

こ

］1所

Ｒ（078）431－4131

日生自動車工業㈱京都営業所〒612

京都市伏見区横大路鍬ノ本町18のＩＴＥＬ（075）601－5158（代）
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4
月
か
ら
料
金
ア
ッ
プ

国
民
健
康
保
険
料

保
険
運
営
協
議
会
（
夜
久
全
宏
会

長
）
か
ら
出
さ
れ
た
答
申
に
も
と
づ

い
て
、
①
保
険
料
率
を
平
均
十
％
引

上
げ
る
、
②
賦
課
限
度
額
を
二
五
万

円
に
引
上
げ
る
等
を
骨
子
と
す
る
国

保
条
例
の
一
部
改
正
案
を
三
月
定
例

市
議
会
に
提
案
。
予
算
特
別
委
員
会

公
民
館
サ
ー
ク
ル

の
三
川
が
そ
そ
ぎ

淀
川
と
な
っ
て
大

阪
湾
に
流
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
洪
水
時
に
は

ｔ

国
保
財
政
が
健
全
に
運
営
さ
れ
る

た
め
に
、
や
む
を
得
ず
引
上
げ
た
も

の
で
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を

た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
失
業
な
ど
の
た
め
に

忠
降
が
苦
し
く
、
納
付
が
困
難
な
人

は
、
早
い
う
ち
に
保
険
堕
震
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

（
保
除
年
金
課
）

拓
本サ

ー
ク
ル

ど
も
一
人
の
三
人
家
族
で
前
年
の
総

所
得
が
百
万
円
と
す
る
と
、
旧
料
率

で
は
年
間
七
万
二
、
九
一
〇
円
で
し

た
が
、
新
し
い
料
率
で
叶
算
す
る
と

年
間
八
万
一
〇
〇
円
と
な
り
、
七
、

一
九
〇
円
あ
が
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ

の
よ
う
に
保
険
料
率
な
ら
び
に

最
高
賦
課
限
度
額
を
引
上
げ
だ
の
は

さ
る
二
月
一
日
か
ら
、
医
療
費
の
平

の
池
は
完
全
に
消
滅
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
宇
治
川
は
か
つ
て
の
巨
椋

池
に
沿
う
よ
う
な
形
で
、
不
自
然
な

流
れ
方
を
し
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
不
自
然
さ
は
過
去
に
さ
ま

ざ
ま
な
洪
水
被
害
と
な
っ
て
あ
ら
わ

れ
、
本
市
に
と
っ
て
最
悪
の
場
合
に

は
、
小
倉
・
槙
島
地
区
の
湖
化
と
い

っ
た
こ
と
が
た
ぴ
た
び
お
こ
り
ま
し

た
。最

近
お
こ
っ
た
破
堤
と
し
て
は
、

ま
だ
皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
生
な
ま
し

く
残
っ
て
い
る
昭
和
二
十
八
年
の
台

風
十
三
号
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の

時
の
破
堤
の
主
な
原
因
は
、
三
川
合

流
点
に
大
量
の
水
が
集
ま
り
、
宇
治

拓
本
サ
ー
ク
ル
は
、
岡
井
季
艮
先

生
の
ご
折
導
の
も
と
に
、
拓
本
の
と

り
万
（
採
拓
）
、
裏
打
ち
の
仕
方
な

ど
基
礎
的
な
技
術
を
実
習
し
て
い
ま

す
。拓

本
と
は
「
石
碑
や
器
物
に
刻
ま

れ
た
文
字
・
文
様
を
紙
に
写
し
と
っ

た
も
の
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
供
の
こ
ろ
、
飼
貨
の
上
に
紙
を

置
き
そ
の
上
に
鉛
筆
で
こ
す
っ
て
模

川
の
水
が
流
れ
に
く
く
な
り
水
位
が

上
が
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
、

観
月
橋
の
下
流
左
岸
で
破
楓
し
、
小

倉
・
棋
島
な
ど
の
本
市
低
地
地
区
に

か
つ
て
の
巨
椋
池
鳶
丹
現
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
時
に
は
約
一
、
五
Ｏ
Ｏ

戸
七
、
二
〇
〇
人
が
全
壊
や
流
失
・

半
壊
・
床
上
浸
水
な
ど
の
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

現
在
、
か
つ
て
の
湖
の
底
は
住
宅

地
と
し
て
、
日
々
に
発
展
し
て
い
ま

す
。
今
、
仮
に
昭
和
二
十
八
年
災
害

時
の
よ
う
な
湖
化
が
お
こ
っ
た
と
す

れ
ば
、
実
に
五
五
、
三
〇
〇
人
も
の

人
々
が
被
害
旁
つ
け
る
こ
と
と
な
り

こ
れ
は
本
市
の
人
口
の
四
〇
％
弱
も

の
剤
合
に
達
し
ま
薦
（
昭
和
五
十

二
年
十
月
一
日
人
口
で
計
算
）

こ
の
二
十
八
年
災
害
を
契
期
と
し

て
、
淀
川
は
河
川
改
修
計
画
の
大
幅

が
く
っ
き
り
浮
ぴ
上
る
の
が
特
徴
で

す
。
ま
た
、
と
る
人
の
手
法
の
個
性

が
現
わ
れ
創
作
的
な
意
欲
を
こ
れ
に

打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
だ
け

に
、
で
き
ぱ
え
の
よ
い
拓
1
4
は
原
碑

の
筆
跡
か
ら
独
立
し
な
蜀
品
と
さ

え
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
志

を
高
く
し
て
採
拓
技
術
の
腕
を
み
が

い
て
い
ま
す
。

採
拓
の
た
め
地
図
を
片
手
に
目
指

な
改
訂
を
余
儀

な
く
さ
せ
ら
れ

天
ケ
瀬
ダ
ム
・

高
山
ダ
ム
が
建

設
さ
れ
ま
し

た
″
し
か
し
約

二
十
五
年
を
経

た
今
日
で
は
、

下
流
の
生
命
・

財
産
は
当
時
と

は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
大
き

く
な
っ
て
お
り

今
回
の
河
川
改

修
計
画
の
改
訂

と
な
っ
た
の
で

す
。

す
石
碑
や
石
仏
を
さ
が
し
も
と
め
て

歩
く
の
は
、
オ
ジ
エ
ン
テ
ー
ジ
ン
グ

を
楽
し
む
よ
う
で
あ
り
、
広
ぴ
ろ
と

し
た
自
然
に
ふ
れ
る
と
気
分
も
哨
れ

や
か
に
な
り
ま
す
。
日
々
の
生
活
の

か
か
わ
り
あ
い
の
中
に
あ
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
点
が
案
外
ｍ
本
の
醍
醐

味
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

拓
本
を
楽
し
む
仲
間
の
人
び
と
の

中
に
は
、
立
派
な
文
宇
を
拓
し
て
習

字
の
手
本
に
し
よ
う
と
考
え
る
人
、

自
分
の
好
き
な
俳
人
・
歌
人
の
作
品

を
採
っ
て
日
夜
眺
め
た
い
と
思
う

人
…
…
…
そ
の
た
め
に
は
、
採
拓
し

た
拓
本
を
裏
打
ち
し
、
か
け
軸
や
ぴ

ょ
う
ぷ
、
額
に
収
め
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
の
活
動
は
採

拓
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
表
装

技
術
も
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

発
足
し
て
日
の
浅
い
サ
ー
ク
ル
で

す
が
、
素
朴
な
墨
の
一
一
聊
に
夢
を
託

す
る
と
と
も
に
、
野
の
仏
、
町
の
片

昭
和
2
8
年
災
害
で
一
階
軒
下
ま
で
水
が
…
…

ＵＦＯ出現？

実は気象観測用の気球

Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
出
現
－
。
実
は
上
空
の

風
向
や
風
速
、
気
温
な
ど
を
測
定
す
る

た
め
の
カ
イ
ツ
ー
ン
と
い
う
気
象
観
測

用
気
球
で
、
大
き
さ
は
直
径
二
・
五
μ

長
さ
六
肩
。
付
笠
の
人
や
通
行
中
の
人

の
目
を
う
ぱ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

京
滋
バ
イ
パ
ス
環
境
対
策
協
議
会
が
実

施
し
て
い
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
一

環
と
し
て
、
さ
る
八
日
か
ら
日
本
道
路

公
団
が
行
っ
た
も
の
で
、
菟
浚
西
隼
上

り
と
西
宇
治
公
園
プ
ー
ル
の
二
地
点
で

観
測
さ
れ
ま
し
た
。

隅
の
石
碑
な
ど
隠
れ
た
文
化
財
を
拓

本
に
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
紹
介

し
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
（
紹
介
文
は
、
広
野

町
の
島
貫
た
け
子
さ
ん
）

▽
例
会
日
・
・
・
毎
月
第
二
水
曜
日

午
後
7
時
－
0
5
時

▽
会
ヽ
場
・
・
・
公
民
館
会
議
室
（
市
教

学
校
用
務
員

一
名
募
集

育
委
員
会
二
階
）

▽
会
費
・
・
・
月
額
五
ｏ
ｏ
円

▽
講
師
・
・
・
日
本
拓
本
研
究
会

岡
井
季
良
先
生

お
問
い
合
わ
せ
は
、
坂
下
婆
さ
ん

（
伊
勢
田
町
南
山
2
1
、
0
8
9
6
7

番
）
ま
た
は
、
宇
治
市
公
民
館
ま

で
。
（
公
民
館
）

さ
れ
た
と
き
、
領
収
書
と
と
も
に
納

税
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
大

切
に
と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
局
で
は
、
軽
自
動
車

税
の
収
納
取
り
扱
い
を
し
ま
せ
ん
の

で
、
市
役
所
納
税
課
、
ま
た
は
納
税

通
知
書
の
裏
面
に
記
戴
し
て
あ
る
銀

行
、
信
用
金
庫
、
農
協
な
ど
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

（
納
税
課
）

硬
式
テ
ニ
ス

大
会

大
切
に
保
管

軽
自
動
車
税
の

納
税
証
明
書

タ
バ
コ
は
宇
治
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

－生徒募集－お年寄りのみなさんへ

豊
か
な
人
生
経

の
う
え
に
、
さ
・
’

｛

を
い
謐

ｍ
言

を
身
に
つ
け
て
い
た

だ
こ
う
と
、
こ
と
し
も
高
齢
者
の
方
を
対

象
に
『
宇
治
鳳
凰
大
学
』
を
開
き
ま
す
。

こ
の
大
学
は
昨
年
か
ら
開
か
れ
た
も
の

で
、
三
つ
の
コ
ー
ス
に
分
れ
て
学
習
し
、

四
年
間
で
修
了
す
る
こ
と

‘ に
な
っ
て
い
ま

す
。今

回
は
、
政
治
・
経
済
コ
ー
ス
と
健
康

管
理
コ
ー
ス
の
二
つ
の
コ
ー
ス
で
定
員
に

余
裕
が
あ
り
募
集
す
る
も
の
で
す
。
な
お

文
学
・
歴
史
コ
ー
ス
は
定
員
に
達
し
て
い

ま
す
の
で
募
集
し
ま
せ
ん
。

▽
対
象
…
宇
治
市
内
に
お
住
ま
い
の
満
六

十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り

▽
会
場
・
：
主
に
市
民
会
館

▽
学
習
内
容

①
政
治
・
経
済
コ
ー
ス
ー
・
・
時
事
問

題
、
や
さ
し
い
法
律
な
ど

②
健
康
管
理
コ
ー
ス
・
：
高
齢
者
の

健
康
管
理
と
体
力
づ
く
り
（
軽

い
実
技
も
含
み
ま
す
）

☆
ど
の
コ
ー
ス
も
社
会
見
学
や
交
流
学

習
、
レ
ク
リ
ｓ
Ｉ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
自
由
参
加
の
ク
ラ

プ
も
あ
っ
て
、
自
主
的
に
活
動
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法

参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
そ
れ
に

希
望
さ
れ
る
コ
ー
ス
名
を
書
い
て
、

5
月
6
日
ま
で
に
、
宇
治
市
公
民
館

（
宇
治
琵
琶
3
3
、
教
育
委
員
会
内
、

電
話
＠
三
一
四
一
番
）
へ
。
ハ
ガ
キ

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
な
お
、
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
先

－

着
五
十
人
で
締

め
切
ら
せ
て
い
容

た
だ
き
ま
す
。

604

平
均
1
0
％

昭
和
五
十
三
年
三
月
宇
治
市
議
会
市
で
は
、
さ
る
二
月
に
国
民
健
康

定
例
会
で
宇
治
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
四
月
一
日
か

ら
、
保
険
料
率
が
平
均
十
％
引
上
げ

ら
れ
次
し
た
。

旧新

所得割

被保険者均等割

世帯別平等割

100分の7．2→100分の7．5

3．100円→4．100円

6．010円→7，800円

賦課限度額 200，000円→250，000円

宇
治
の

地

形
と
洪
水

な
く
な
っ
た
巨
椋
池

昭
和
2
8
年
に
宇
治
川
破
堤

宇
治
川
改
修
計
画

宇治鳳凰大学
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